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分科会４ 【４年】 

１ 研究の視点   単元「面積」「式と計算」 

(１)  学力の向上を図る指導と評価の工夫   

 (２)  子ども自らが工夫したり発展させたりする発展的学習の在り方 

２ 実践例 

(１)  学力の向上を図る指導と評価の工夫 

４つの観点から学力をとらえる 

算数科の学力と言えば，まず第一に獲得させるべき「知識」や「理解」があげられること

が多いが，それのみにとどまらず，算数科で育てなければならない学力には，問題を解決す

る過程において発動されなければならない算数科独自の見方や考え方，感じ方（例えば，よ

り簡潔・明瞭・的確に，演繹・類推・帰納的に･･･等）がある。自ら学び，自ら考える力を育

てるためには，算数科では，このような「問題を解決する過程での学力」をこそ育てなけれ

ばならない。それを示したものが，4 つの観点である。そこで，算数科の学力を 4 つの観点

からとらえ，学習活動における具体的な子どもの姿として描き出した。（Ｐ２下参照） 

 

領域と単元から学力をとらえる 

実際，授業を構成する際には，単元での指導内容にのみ目がいきがちで，各単元が点のよ

うに指導されることが少なからずある。各単元に配置されている内容は，4 つの領域のどれ

かに属するものであり，領域内での系統がある。また，その単元の背景にある領域には，領

域として育てなければならない「領域の学力」（見方や考え方，知識・技能）がある。それら

指導の本質をきちんと教材研究し，点ではなく，線として繰り返し指導していくことにより

児童は，表面的な知識，理解にとどまることなく，構造的な理解に向かうと考える。 

したがって，指導要領解説書にある各領域のねらい（育てるべき領域の学力）をふまえ，

単元での指導の本質をしっかりとらえ，それを受けて本時で育てる見方や考え方，知識・技

能の目標をもって指導に当たることが大切である。4 年生の「量と測定」の領域における単

元で培う学力は，例えば次のようになると考える。 

 

＜ 単元「角」＞ 

      本単元で培う学力 

     ○ 量や測定について理解を図る。 

      ・ 角は回転の大きさの量であることが分かる。 

      ・ 角の大きさの単位(°)と角のかき方が分かる。 

      ・ 角にも保存性や加法性という性質があることが分かる。 

      ・ 保存性や加法性を用いると，角を比較したり測定したりすることができる。 

○ 測定についての能力を伸ばす。 

・ 測定の４段階(直接比較・間接比較・任意単位による測定・普遍単位による 

測定)を経験することにより，量と測定の考え方や普遍単位の有用性に気づく。 

      ・ 分度器や保存性・加法性を用いて角の大きさを測定できる。 

     ○ 量の大きさについての感覚を育てる。 

・ 辺の長さなどに紛らわされることなく，角の大きさを正しくとらえること 

ができる。 

      ・ 角の大きさの見当づけができる。 
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＜ 単元「面積」＞ 

    本単元で培う学力 

○ 量や測定についての理解を図る。 

      ・ 面積は広がりを持つ(連続量)であることが分かる。 

      ・ 長さやかさの測定のアイデアを生かして，広さの測定方法を考えることができる。 

・ 広さは単位になる面積をもとに数値化できることが分かる。 

・ 面積の単位(㎝２，ｍ２，ｋｍ２)や正方形及び長方形の面積の求め方が分かる。 

      ・ 面積には，保存性(形を変形したりいくつかに分割したりしても，面積は不変であること)や加法

性(２つの面積を合わせるとその面積は，２つの面積の和に等しくなること)という性質があること

が分かる。また，これらを用いて面積を比較したり測定したりできる。 

○ 測定についての能力を伸ばす。 

      ・ 任意単位を用いて，重なりやはみ出しなく広さを測定することができる。 

・ 測定の４段階(直接比較・間接比較・任意単位による測定・普遍単位による測定)を経験すること

により，量と測定の考え方や普遍単位の有用性に気づく。 

      ・ 正方形及び長方形の面積の求め方や保存性・加法性を用いて面積を測定することができる。 

○ 量の大きさについての感覚を育てる。 

      ・ 付属要素に紛らわされることなく，広さという大きさを正しくとらえることができる。 

      ・ 広さの見当づけができる。 

      ・ 基本的な面積の単位のおおよその大きさを示せる。 

      ・ 測る対象に応じて，適切な単位や計器の選択ができる。 

 

学力を向上させるためには，基礎・基本の定着を図り，個性を重視した教育を進めるという観点

から学習の過程を重視したり，児童のよい点や進歩の状況を積極的に評価したりすること，児童が

自らの学習をふり返り，新たな自分の目標や課題をもって学習を進めていけるような評価を行うこ

と，つまり，指導に生かす評価を充実させていくことが求められている。 

４つの観点に示されている力をバランスよく身につけさせていくためには，学習結果としての子

どもたちの学力を評価し指導に生かしていくだけでなく，学習過程の中でこそ見られる子どもたち

の価値ある反応を積極的に評価し，問題解決における算数的なものの見方や考え方，感じ方を育て

る指導と評価の活動が重要であると考える。そこで，算数科の学力を「過程の学力」と「結果の学

力」の両面からとらえ，総合的に評価し指導に生かす方法を提案する。 

 

① 学習過程での学力を評価し，指導に生かす工夫 

   授業中の児童に見られる細かで価値ある反応を４つの観点でタイムリーに見取り，継続的にカ

ードに記録していくことでより正しい子ども理解につなげる。一方，子どもたちには，算数学習

のオリエンテーションで教科における４つの見方・考え方（めざす姿）を具体的に示し，授業の

中でその求める姿が表出されたとき，具体的によさを賞賛していく（ポイント化）ことで，児童

自身に算数ではどんな学び方が必要なのか，自分にどんな学び方が身に付いてきたのかを知らせ

る。 
 アの力：関心・意欲・態度           イの力：数学的な考え方      

・ もっと便利な方法はないかと考えている    ・ 習った方法を使って問題を解こうとする 
・ もっと簡単な方法はないかと考えている    ・ 難しい問題は簡単な問題に置き換える 
・ いつでもどんなときでも使える方法はな    ・ 答えが出ても習ったことと似たところ       
いかと考えている                をさがす 

 

ウの力：表現・処理              エの力：知識・理解  

・ 正確にはやく計算できる           ・ 数や図形の名前や意味が分かる 
・ 簡単に表現できる              ・ 問題を解く方法が分かる 
・ 生活の中の問題が習った方法で解ける     ・ 分かったことを覚えていてすぐに使える 
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＜算数カード＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜「面積」学習における実践事例  ―単位導入までの指導の中で― ＞  

主 な 学 習 活 動 と 支 援 過程で育てる学力 児 童 の 反 応 と 評 価 活 動 

１ 広さの意味を理解し，測定

方法を考える 

(１) 墨の広がりを見ることから，

「囲まれた線の内側の大きさの

ことを広さという」ことを理解

させる。 

 

(２) 広さ比べをする方法を考え

る。 

○ 長さ・かさ・重さの測定につ

いてふり返る。 

 ・ 代表児童による直接比較，任

意単位による比較の演示。  

 

 

 

 

 

・ すべての図形の

広さの調べ方をい

ろいろ考えようと

する。 

 

 

・ 長さやかさの測

定のアイデアを生

かして広さの測定

方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 師 に よ る 評 価 活 動

考え方 

関・意・態 

長さ比べをする時みたいに端

をそろえて重ねてみたらいい。

Ａ君は，前に習った長さ比

べの時の方法を使って広さを

比べようとしているね。イの

脳がよく働いているね。１点

入れておこう。 

水の量を調べるときコップや

ますを使って，何ばいかで調べま

したね。広さも何かで測ってそれ

がいくつ分あるかで比べたらい

いと思う。 
 

Ｂさんも，前にならった方法

を広さ比べに生かそうとして

いるね。それに広さを数で表し

て比べようとするアイディア

すばらしい。工夫しているね。

アとイに１点いれておこう。 
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主 な 学 習 活 動 と 支 援 過程で育てる学力 児 童 の 反 応 と 評 価 活動 

２ 任意単位による測定から普

遍単位を見通す 

(１) スタンプ，シール，付箋紙な

ど身の回りの物を使って図形

○ア・○イの広さ比べをする。 

○ 教具かごに上記の物を入れ

ておき，自由に使わせる。 

(２) もとにする単位や測定の方

法について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ どんな場合でも

調べられる「もとに

する広さの単位」を

見つけようとする。

 

 

・ 任意単位を用い

て重なりやはみ出

しなく広さを測定

することができる。

 

 

・ 広さの意味が分

かる。広さは，単

位になる面積をも

とに数値化できる

ことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 隙間なく敷き詰められる図形を見つける。 

 ○ いろいろな大きさの三角形と正方形を与え，敷き詰

める作業を通して，どんな図形の広さも測定できそう

な単位図形（形・サイズ）を見通させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関・意・態 

表現・処理 

知識・理解 

もとにする広さが違うので

比べられない。同じ広さの単

位で比べないといけない。 

比べるときはもとにする

広さが同じでないといけな

いね。単位の考えがよく分か

っているね。Ｃ君，エに１点。

○アは，シールがはみ出してい

るから９枚分とはいえないよ。

○イもシールが重なったり，隙間

があったりするから広さが正

しく調べられていないよ。 

Ｄさんは，線の内側の大

きさを広さっていうことが

よく分かってるね。そして，

正しく広さを測ろうとして

いるからシールの重なりや

はみ出しに気がついたので

すね。エとウに１点。 

私は，隙間なく広さを

調べるために，もとにな

る広さを小さな正方形

にしました。これだと四

角い形は，広さがきちん

と調べられそうです。 

隙間なく敷き詰められる図形を発見し

たんだね。Ｅさんは，ウの脳がよく働い

て○アの四角形の広さを数で正しく表すこ

とができているね。また，どんな四角形

でも広さを調べられる単位を見つけよう

としたところがすばらしい。アの脳がよ

く働いているね。ウとアに１点入れよう。

 

子どもによる相互評価活動

小さいカードだと数えるのに手間が

かかるから，みんなできるだけ大きいカ

ードで広さを調べようとしている。なる

べく少ない数で広さを表そうとしてい

るのでアの脳がよく働いていると思う。
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＜Ａ君の思考の流れのモデル図＞ 

  

 

・ できるだけ簡単に

はやく正しく広さが

測定できる単位を見

つけようとする。 

  

 

 

＜「式と計算」学習における実践事例―（ ）を使った総合式をよむ・表す指導の中で―＞  

主 な 学 習 活 動 と 支 援 過程で育てる学力 児 童 の 反 応 と 評 価 活 動 

１ ２つの式を比べて気がついた

ことを話し合い，本時のめあて

をつかむ。 
 
・1000－ 320－ 180－ 100 
・1000－ (320＋ 180＋ 100) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ できるだけ便利で

簡潔で明確な式にし

ようにしようとす

る。 
・ （ ）は，「どんな

ときに使えるか」「い

つでも使える記号

か」といった一般化

の視点で表現を追究

していく。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

関・意・態 カードを並べても隙

間ができますね。隙間

も広さの一部だからＡ

君は，隙間も埋まる形

を探して，正しく広さ

を測ろうとするウの脳

がよく働いている。 

Ａ君は，どうにかして隙間

の広さも測ろうとして，その

隙間にぴったり合う形を見

つけましたね。だから，アの

工夫する脳が働いたのだと

思います。 

また，Ａ君は，もとにする広さを決

めたら，どの図形でも使えるかな。い

つでも使えるかなと思って，全部の図

形にカードを敷き詰めているところ

がすごい。アの脳がよく働いている。

 もとにする図形をいろいろ変えて敷き詰

めているうちに，Ａ君は，△と△で□がで

きることに気付いたと思う。それなら，も

とにする広さを□にした方が数が少なくて

すむからまた，アの脳が働いたと思う。Ａ

君は，ア→ウ→アの脳が働いたと思います。

関・意・態 （ ）がない方は，３回も引

き算をしなくてはいけないけ

れど，（ ）があると代金の合

計を一度に引けて計算が簡単。

 Ａさんは複雑な計算をで

きるだけ単純にしようとす

る脳が働いているね。工夫

する力に１点入れよう。 

３つ買い物をしても，４つ

買い物をしても，５つ買い物

をしても（ ）を使えばひと

まとめにして計算できる。 



 6

 
２ 式から買い物場面をよんだ

り，自分の考えた買い物場面を

（ ）を使った総合式に表した

りする。 
(1) １０００－（○×□） 
(2) １０００－（○×□＋△） 
(3) １０００－（○－□）  
(4) 指定した買い物場面を（ ）を
使った総合式に表す 

(5) １０００－（   ）＝２００
の問題作り 

 
 
３ 日常の様々な場面を（ ）を

使った総合式に表す。 
 
 
４ 本時の学習をふり返り，（ ） 
 の意味や役割をまとめる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 具体的な買い物

場面を多様に考

え，総合式に表

す。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 学習結果としての学力の向上を図る指導と評価の工夫 

  過程の学力を大切にしながらも，最終的には基礎・基本となる知識や技能を獲得し，理解を確か

なものにしなければならない。そこで，各単元ごとに全員が身につけてほしい内容を下のカードの

ように整理し，カルテとして適宜評価し，指導に生かしていく。例えば，学習終了時の第１回目の

テストの結果を参考にして，児童は，単元末の課題別や習熟度別の学習を選択したりする。また，

自主勉強の課題探しにも役立てるなど，評価情報を児童に与えることにより児童は自分の特性を知

り，自ら学習を選択し進めていける。一方，教師の方も最終的な知識や技能の獲得を目指して，評

価情報をもとに個に応じた支援を行っていく。 

Ｂ君もＣ君も（ ）がどんな

買い物をしたときでも使える

記号かなということを考えた

んだね。どんなときでも使える

なら（ ）ってすごい記号だね。

アの脳がよく働いているね。１

点入れておこう。 
 Ｄ君は，買い物以外の場面で

も（ ）が使えるんじゃないか

と考えたのですね。記号がどこ

まで通用するかってことを考

えてるね。アに１点。 

（ ）の中が引き算の時も

あるのかなあ。買い物で引

き算の時ってあるのかな。 

買い物以外で考えてみた

らいいと思うよ。 
考え方 
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(２) 子ども自らが工夫したり発展させたりする発展的学習の在り方 

 発展的学習とは，子どもがそれまでに身につけてきた基礎的・基本的な内容を基にして，より

広げたり深めたり進めたりする学習である。そのような学習のねらいの一つは，子どもの自ら学

び自ら考える力をより高めることにある。そのねらいを達成するためには，子ども自身が自ら工

夫したり，発展させたりしていけるような教材を選択したり，学習場面を設定したりする指導の

工夫が必要である。そうすることにより，その単元の基礎基本が身に付いてさえいれば，自ずと

子ども自らがその学習を発展させていけると考える。 
  
＜ 面積 ＞ 

 既習の適用範囲を広げる問題を児童自らが作る発展的学習 
 

  
長方形の面積 ＝ たて × 横            正方形の面積 ＝ 一辺 × 一辺 

 
 
 
● この学習をもとにすると，次は，どんな形の面積を 
求めることができるか考える。  

 
 
 ● 長方形や正方形を組み合わせた形の面積も求められ 
るということに気づく。 

 
 
● 長方形や正方形を組み合わせた形を自分でいろいろ作ってみる。 

 
 ＊ 長方形と正方形を一枚ずつ使って形を作らせる。 

＊ 正方形はリバーシブルにし，表は長方形と同じ色， 
裏は違う色にしておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 教科書にのっている形の面積を 
求めてみる。 

展開例１ 

教師から与えられた複合図

形の面積の求め方を考えるの

ではなく，学習したことを使え

ばどんなことができるかを考

え，児童自ら問題を作ることが

できる。 

○ 分割した形が見えるようになる。 
○   と  の面積の求め方さえ分かれば，いくつ

組み合わせた形でも，どんなふうに組み合わせた

形でも面積が求められるということが分かる。 

表 裏 



 8

簡単な複合図形の面積を求める考え方を他の図形に適用し，適用能力を伸ばす発展的

学習 
＜前時＞  ３㎝                  ● 教師が提示した複合図形の面積の求め方を考える。 
 

３㎝ 
６㎝      ３㎝ ● いろいろな求め方を分類し 

＊【分けたし方式】 
３㎝       ＊【つけひき方式】 

＊【移動方式】     
 ６㎝              ＊【２倍方式】    と名前をつけておく。 
 
 
＜本時＞ ● 前時の学習を振り返り，次の形の面積の求め方を考える。 
 
                                    

①          ②            ③ 
 
 
 
 
 
 
   ● 前時に学習した方式が使えるかどうか考え，解決の見通しをもつ。 
 
 

● 三つの形の中から自分が最も面積を求めてみたいと思うものを選んで面積を求める。 
※ 図形を選ぶ理由をはっきりさせる。  
※ 最もよいと思う方式だけでなく， 
いろいろな方式を試してみる。 

 
 

● 同じ形を選択した者が集まり，話し合う。 
 
 
 【分けたし方式】 
 
 
 
 
 
 
 【つけひき方式】 
 
 
 
 
 
 

展開例２ 

いろいろな方式を試してみること

により，その形の面積を求めるため

のよりよい方式を見つけることがで

き，その方式のよさに気づくことが

できる。 
③の図形グループ 

いろんな分け方があるけど，二つに分ける

のが一番簡単だね。 

つけひき方式もできるけど，２カ所もひかな

ければならないからちょっと面倒だね。 
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 【移動方式】 
 
 
 
 
 
 
 
 【２倍方式】 
 
 
 
● 自分が選んだ図形は，どの方式を使うと 
うまく面積を求めることができたか，また 
どのようなよさがあったのか発表し合う。 

 
 
＜ 式と計算 ＞ （ ）の適用範囲を広げ，適用能力を伸ばす発展的学習 

 
◎ 四則に帰着する問題場面のうち，今までの学習で扱ってこなかったタイプの問題場面について

（ ）を使って問題処理できるか検証していく。 
 

● 式から「まとめて～する場面」を考え，具体的 
的な場面を見つける。  

 
 
 
 (>_<) 手がつけられない子への支援例 
    ☆ 数字を入れた式を与える。 
       例 １００×（２＋３） 
     

☆ 式に単位をつけたものを与える。 
例 １００円×（２＋３）人 

      
☆ 「買い物の場面で考えてごらん。」と助言 

      する。 
(^_^)v 自分で解決できる子への支援例 

☆ 「いろんな場面を見つけてごらん。（買い物でない場面もできるかな）」と助言する。 
                          

☆ 「（ ）の中が－の場合（＋の場合）もできるかな。」と助言する。 
  
＜Ｇの具体的場面例＞ 
  ○ １００円のアイスを大人２人子ども３人が買います。代金はいくらでしょう。 
  ○ 折り紙を一人に５枚ずつ配ります。１０人のグループのうち今日は２人休んでいます。折

り紙は何枚あればよいでしょう。 
  ○ 本を１日に６０ページずつ読みます。今週５日間，来週６日間読むと全部で何ページ読め

るでしょう。 
 

Ａ  ○  －（  ） 

Ｂ （  ）×  ○ 

Ｃ  ○ ÷ （   ） 

教科書で扱

わ れ て い る

（ ）活用の問

題のタイプ 

Ｄ  ○  ＋ （  ） 

Ｅ （  ）＋  ○ 

Ｆ （  ）－  ○ 

Ｇ  ○  ×（  ） 

Ｈ （  ）÷  ○ 

 
教科書では

扱われていな

い（ ）活用の

問題のタイプ 

切って動かすとうまく長方形に

なるね。長方形の面積の公式１つ

で求められるからとっても簡単だ

よ。 

よりよい方式は，個々の図形の特

徴によって異なるので，場合に応じ

てうまく使い分けることが大切で

あることに気づくことができる。ま

た，いつでも使える方式という観点

からも話し合える。 

この形は，２倍方式は

無理だね。 

Ｇ：○ ×（   ）の例 
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● 具体的な場面から，どのタイプの問題かを判断し，立式する。 
 
 
 
 Ｄ：２００円のリンゴと３００円のイチゴを買いました。イチゴは少し傷んでいたのでおばさんが

５０円安くしてくれました。代金はいくら払ったでしょう。 
 
 Ｅ：あめが５０こ入っていた箱の中から５こ食べました。次の日お姉ちゃんが８こあめをくれまし

た。今，箱の中にはあめが何こ入っているでしょう。  
 
 Ｆ：おじいちゃんが１０００円，おばあちゃんが２０００円おこずかいをくれました。その中から

２５００円を貯金しました。何円残っているでしょう。 
 
 Ｇ：１つの長いすに子どもが３人ずつすわっています。１２こある長いすのうち，５こはまだあい

ています。子どもは今何人すわっているでしょう。 
 

 Ｈ：ジュースがびんに４デシリットル，パックに２デシリットル入っています。三人の兄弟でなか

よく分けると１人何デシリットル飲めるでしょう。 
 
 
 
 
 

 

３ 成果と課題 

○ 単元ごとに身につけさせなければならない項目を洗い出し，まとめたことでその教材の本質

（根底に流れている領域の見方や考え方，領域の体系）を再確認でき，何をこそ育てなければ

ならないか，どのように育てていけばよいかという指導の見通しがもて，教師自身の教材研究

力が高まった。 

 

○ どの単元の授業においても，算数カードを使って４つの観点から賞賛的評価を繰り返してい

くことにより，めざすべき算数的な見方や考え方を児童が自覚し，「より簡潔に，明瞭，的確

に」という算数的な関心・意欲・態度（アの力）や考え方（イの力）が育ってきた。 

 

● 学習過程の中でタイミング良く，的確な評価を与えられないことも多々あり，子どもたちの

反応や考え方を即座に分析し，評価する教師の力量が求められる。さらなる教材研究の必要性

を感じた。 

 

● 「より簡潔に，明瞭，的確に」という意識付けはできたが，まず，問題を理解して自分なり

の考えをつくるということができない児童も見られ，その子たちへの具体的な支援の方法も考

えていかなければならない。 

 

○ どの子にも身につけさせたい知識（エの力）や技能（ウの力）を洗い出し，それの沿った指

導と評価テストをすることにより，個の学習の定着がより確実なものになった。 

（  ）の活用できる具体的な場面の範囲が広がり，（  ）のよさをより深く理解する

ことができる。 

具体的場面の例 


